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一般質問（要旨）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

第2回定例会の主な日程○
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
被

ば
く
事
故
に
係
る
被
害
へ
の
対
応
及
び
原
子
力
安
全
対
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

可
決
さ
れ
た
意
見
書

議
員　

県
政
参
加
意
識
の
醸
成
に
も
つ

な
が
る
、
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
債
の

発
行
再
開
に
向
け
、
具
体
的
な
効
果
が

見
え
や
す
い
事
業
の
選
定
や
発
行
総
額

の
調
整
に
つ
い
て
、
柔
軟
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

総
務
部
長　

今
後
と
も
、
市
場
の
動
向

を
見
な
が
ら
県
民
債
の
発
行
再
開
時
期

や
発
行
総
額
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
や
無
電
柱
化
の
推
進

な
ど
、
県
民
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し
、

関
心
を
引
き
や
す
い
事
業
へ
の
充
当
な

ど
に
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
。

議
員　

東
海
第
二
原
発
に
つ
い
て
知
事

は「
あ
え
て
廃
炉
を
言
う
必
要
も
な
い
」

と
答
え
た
が
、
安
全
と
引
き
換
え
に
国

の
見
返
り
を
求
め
る
問
題
で
は
な
く
命

の
問
題
で
あ
る
。
広
域
避
難
計
画
の
実

効
性
や
事
故
の
被
害
想
定
、
県
民
生
活

へ
の
影
響
な
ど
を
ど
う
検
証
す
る
の
か
。

知
事　

実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
十

四
市
町
村
の
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
た

段
階
で
避
難
訓
練
の
実
施
を
検
討
す
る
。

県
民
生
活
な
ど
へ
の
影
響
は
、
被
害
の

仮
定
の
置
き
方
や
全
国
的
な
課
題
も
多

く
、
現
段
階
で
検
証
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

北
茨
城
市
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
「
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
例

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の

た
め
、
市
町
村
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
複
合
的
な
課
題
を

抱
え
る
事
例
に
適
切
に
対
応
し
て
い
る
、

北
茨
城
市
な
ど
の
事
例
の
情
報
共
有
も

図
り
な
が
ら
、
市
町
村
の
相
談
体
制
の

充
実
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
後
発

医
薬
品
普
及
へ

の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
、
被
災

中
小
企
業
に
対

す
る
グ
ル
ー
プ

補
助
後
の
支
援

な
ど
も
質
問
）

議
員　

待
機
児
童
の
九
割
を
占
め
る
〇

～
二
歳
児
は
育
休
明
け
年
度
途
中
か
ら

の
入
所
が
必
要
で
あ
る
。
保
育
の
需
要

予
測
を
行
っ
て
〇
～
二
歳
児
の
保
育
定

員
を
拡
大
し
、
年
度
途
中
の
入
所
を
保

障
す
る
支
援
策
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

受
け
入
れ
枠
を
増
や
す
に
は
、

保
育
士
配
置
数
な
ど
の
基
準
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
が
、
保
育
士
の
確
保
自
体

が
困
難
な
地
域
が
あ
る
た
め
、
本
県
に

お
け
る
年
度
途
中
か
ら
の
入
所
促
進
に

つ
い
て
有
効
な

施
策
を
検
討
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
保

の
問
題
点
、
教

員
の
勤
務
時
間

の
実
態
把
握
な

ど
も
質
問
）

 

県
職
員
の
労
働
環
境

議
員　

知
事
就
任
以
降
の
約
二
十
四
年

間
で
、
知
事
が
所
管
す
る
知
事
部
局
と

病
院
局
に
お
い
て
、
三
十
一
人
に
上
る

職
員
の
尊
い
命
が
、
自
殺
と
い
う
不
幸

な
形
で
失
わ
れ
て
い
る
が
、
再
発
防
止

に
向
け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

職
員
数
に
占
め
る
自
殺
者
数
の

割
合
は
、
他
県
な
ど
の
平
均
と
同
程
度

で
あ
る
。
再
発
防
止
を
図
る
た
め
、
時

間
外
勤
務
縮
減
や
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に

取
り
組
む
中
、
知
事
の
最
も
身
近
な
ス

タ
ッ
フ
で
あ
る
秘
書
や
運
転
手
は
、
深

夜
に
ま
で
及
ぶ
時
間
外
勤
務
を
行
っ
て

い
る
と
聞
く
が
、
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

休
日
や
夕
方
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
会
合
な
ど
へ
随
行
し
て
も
ら

う
ほ
か
、
危
機
管
理
な
ど
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
秘
書
に
身
近
で
待
機
し

て
も
ら
う
こ
と
が
多
く
、
結
果
と
し
て
、

時
間
外
勤
務
が
多
く
な
っ
た
。
今
後
は
、

秘
書
の
増
員
や
交
代
勤
務
を
頻
繁
に
行

う
な
ど
、
改
善
を
し
て
い
く
。

議
員　

茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
企
業

誘
致
を
加
速
さ
せ
る
に
は
、
安
価
な
電

力
の
供
給
体
制
の
構
築
を
含
め
、
思
い

切
っ
た
手
だ
て
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

の
誘
致
推
進
に
向
け
た
考
え
は
。

知
事　

安
価
な
電
力
の
供
給
体
制
に
つ

い
て
は
、
状
況
に
応
じ
、
立
地
企
業
と

も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
当
団
地
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ
か
、
地
元
と
連
携
し

全
力
で
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い

く
。

（
ほ
か
に
、
知
事

の
退
職
手
当
と
多

選
の
責
任
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
被
害
者
の
救

済
な
ど
も
質
問
）

議
員　

臓
器
移
植
へ
の
理
解
を
深
め
る

普
及
啓
発
や
移
植
に
携
わ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
組
織
づ
く
り
な
ど
医
療
機

関
の
体
制
づ
く
り
を
充
実
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

若
者
の
学
ぶ
機
会
を

充
実
し
、
広
く
県
民
に
臓
器
提
供
へ
の

意
思
表
示
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。
ま
た
、

脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
が
で
き
る
病
院

を
増
や
せ
る
よ
う
医
療
者
を
対
象
と
し

た
移
植
医
療
研
修
会
の
開
催
な
ど
、
病

院
の
体
制
整
備
の
動
機
付
け
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、

子
ど
も
の

読
書
の
大

切
さ
、
女

性
の
活
躍

推
進
な
ど

も
質
問
）

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水 戸 市 選 出

一括方式

戸井田　和之 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出  

一括方式

志賀　秀之 議員
いばらき自民党
北 茨 城 市 選 出

一括方式

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
債
の
対
象
事
業
と

発
行
総
額
の
柔
軟
な
取
り
組
み

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
と

運
転
延
長

知
事
の
秘
書
な
ど
の
長
時
間
勤
務

命
を
つ
な
ぐ
臓
器
移
植
の
取
り
組
み

〇
～
二
歳
児
保
育
所
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

 

議
員
提
出

◆
意
見
書

○
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
大
洗

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

被
ば
く
事
故
に
係
る
被
害
へ
の

対
応
及
び
原
子
力
安
全
対
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
海
外
対
象
医
師
修
学
研
修

資
金
貸
与
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

ほ
か
六
件

◆
人
事

○
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
予
備
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
一
件

◆
諮
問

○
地
方
自
治
法
第
二
百
六
条
の
規
定

に
基
づ
く
審
査
請
求
に
関
す
る
諮

問
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に

つ
い
て

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
ま
す
。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て

答
弁
を
求
め
る
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁

を
求
め
る
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

県民債を利用して無電柱化の推進を ０～２歳児の入所を保障するさらなる支援策を

移植医療研修会の様子茨城中央工業団地（笠間地区）

　平成29年第2回定例会は、以下の会期日程で
開催されました。

■６月６日（火）
（開会、知事提出議案説明）

■６月９日（金）

　　　12日（月）

　　　13日（火）� （一般質問・質疑）

■６月15日（木）

■６月19日（月）

■６月20日（火）

■６月21日（水）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

｝
本 　 　 会 　 　 議

本 　 　 会 　 　 議

本 　 　 会 　 　 議

常 任 委 員 会

  国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会

環境保全対策調査特別委員会


